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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　骨の曲率半径を持つ少なくとも１個の骨と伝達しあうように配置するための骨加圧装置
で、プレートが事前形成時の形状を有し、その事前形成時の形状がその骨の曲率半径より
小さな事前形成時の曲率半径を有している骨加圧装置。
【請求項２】
　プレートには塑性域の形状、及び、事前形成時の形状と塑性域の形状の間の少なくとも
１種類の弾性域の形状が含まれ、その塑性域の形状は骨の曲率半径より大きな変形された
曲率半径を有し、かつ、少なくとも１種類ある弾性域の形状のうちの少なくとも１種類が
骨の曲率半径と実質的に一致する弾性域の曲率半径を有していることを特徴とする請求項
１の骨加圧装置。
【請求項３】
　プレートが第一の端部、第二の端部、及び、少なくとも２個の取付部材を含むことを特
徴とする請求項２の骨加圧装置。
【請求項４】
　少なくとも２個ある取付部材の少なくとも１個が穴であることを特徴とする請求項３の
骨加圧装置。
【請求項５】
　少なくとも２個ある取付部材の少なくとも１個がループであることを特徴とする請求項
３の骨加圧装置。



(2) JP 4399263 B2 2010.1.13

10

20

30

40

50

【請求項６】
　２個の取付部材の少なくとも１個がプレートの第一の端部に配置され、かつ、少なくと
も２個ある取付部材の他方がプレートの第二の端部に配置されていることを特徴とする請
求項３の骨加圧装置。
【請求項７】
　少なくとも２個ある取付部材の少なくとも１個が穴であることを特徴とする請求項６の
骨加圧装置。
【請求項８】
　少なくとも２個ある取付部材の少なくとも１個がループであることを特徴とする請求項
６の骨加圧装置。
【請求項９】
　プレートが第一の端部、第二の端部、及び、少なくとも２個の取付部材を含むことを特
徴とする請求項１の骨加圧装置。
【請求項１０】
　プレートが長軸を有する長さ及び横軸を有する幅を含み、その事前成形段階の曲率半径
がその長さに沿って配置されていることを特徴とする請求項１の骨加圧装置。
【請求項１１】
　プレートが長軸を有する長さ及び横軸を有する幅を含み、その事前成形段階の曲率半径
がその幅に沿って配置されていることを特徴とする請求項１の骨加圧装置。
【請求項１２】
　プレートが第一の端部、第二の端部、その第一の端部の近くに配置された少なくとも２
個の締結材用穴、及び、第二の端部の近くに配置された少なくとも２個の締結材用穴を含
むことを特徴とする請求項１の骨加圧装置。
【請求項１３】
　骨の曲率半径を有する少なくとも１個の骨と伝達しあうように配置するための骨加圧シ
ステムで、
　プレートが、第一の端部、第二の端部、第一の取付部材、第二の取付部材、事前形成時
の形状、塑性域の形状、及び、事前形成時の形状と塑性域の形状の間で少なくとも１種類
の弾性域の形状を有し、その事前形成時の形状が骨の曲率半径より小さな事前形成された
曲率半径を有し、その塑性域の形状が骨の曲率半径より大きな変形された曲率半径を有し
、又、少なくとも１種類ある弾性域の形状のうちの少なくとも１種類が骨の曲率半径に実
質的に一致する弾性域の曲率半径を有すること、
　糸が第一の端部及び第二の端部を有し、その場合、糸の第一の端部が第一の取付部材に
解き放し可能に固定され、及び、糸の第二の端部が第二の取付部材に解き放し可能に固定
されていること、
　緊張器が軸及びスプールを有し、その緊張器がプレートをその事前形成時の形状から骨
の曲率半径に実質的に一致する少なくとも１種類の弾性域の形状に移行しやすくすること
，
から成る骨加圧システム。
【請求項１４】
　第一及び第二の取付部材が穴であり、第一の穴がプレートの第一の端部に配置され、か
つ、第二の穴がプレートの第二の端部に配置されていることを特徴とする請求項１３の骨
加圧システム。
【請求項１５】
　糸の第一の端部及び第二端部のそれぞれが少なくとも１個のフックを含むことを特徴と
する請求項１４の骨加圧システム。
【請求項１６】
　第一及び第二の取付部材がループであり、一方のループがプレートの第一の端部に配置
され、又、第二のループがプレートの第二の端部に配置されていることを特徴とする請求
項１３の骨加圧システム。
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【請求項１７】
　糸の第一の端部及び第二の端部がそれぞれ少なくとも１個のフックを含むことを特徴と
する請求項１６の骨加圧システム。
【請求項１８】
　緊張器が少なくとも１個のプレートの穴への接続部材を含むことを特徴とする請求項１
３の骨加圧システム。
【請求項１９】
　緊張器がラチェットを含むことを特徴とする請求項１３の骨加圧システム。
【請求項２０】
　第一の取付部材がプレートの第一の端部に配置され、第二の取付部材がプレートの第二
の端部に配置されていることを特徴とする請求項１３の骨加圧システム。
【請求項２１】
　プレートが長軸を有する長さ及び横軸を有する幅を含み、事前形成時の曲率半径及び少
なくとも１種類の弾性域の曲率半径がその長さに沿って配置されることを特徴とする請求
項１３の骨加圧システム。
【請求項２２】
　プレートが長軸を有する長さ及び横軸を有する幅を含み、事前形成時の曲率半径及び少
なくとも１種類の弾性域の曲率半径がその幅に沿って配置されることを特徴とする請求項
１３の骨加圧システム。
【請求項２３】
　プレートが第一の端部、第二の端部、その第一の端部の近くに配置された少なくとも２
個の締結材用穴及びその第二の端部の近くに配置された少なくとも２個の締結材用穴を含
むことを特徴とする請求項１３の骨加圧システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は外科装置特に骨（ｂｏｎｅｓ）即ち１以上の脊椎骨（ｖｅｒｔｅｂｒａｅ）を
希望の空間的関係に維持するための骨加圧装置に関する。さらに、本発明は少なくとも１
個の骨を空間的関係に維持するための方法及び骨を希望の空間的関係に維持するための骨
加圧装置の輪郭形成のための方法にも関する。
【背景分野】
【０００２】
　本出願は２００１年１０月１９日付けの特許文献１の特典を主張している。
【０００３】
　脊椎骨と関連した骨加圧装置の使用は当該分野では公知である。これらの従来技術の骨
加圧装置の多くは、２以上の脊椎骨を融合（ｆｕｓｅ）させることを目指している。しか
しながら、４以上のレベルを融合させることの成功率は極端に低い。即ち、２レベルの融
合で約９５％、単一レベルの融合で９８％－９９％であるのと比較して、約５０％である
。骨加圧装置の失敗率を高くしていると想定される少なくともひとつの理由は、骨加圧装
置がそれを用いる骨の解剖学的湾曲に実質的に一致していないことである。従って、外科
医による設置又は移植の前に、骨（単数又は複数）の形状に実質的に一致するように骨加
圧装置を修正又は整形しなければならない。例えば、３以上の脊椎骨を融合するために骨
加圧装置の長さが増大すると共に、修正例えば曲げの量を一般に増大させる必要がある。
この修正の結果として、骨加圧装置は永久変形をして、それゆえ、弱くなり、ヒステリシ
ス（ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ）を経験する。
【０００４】
　外科的移植片及び装置を形成するのに用いられるほぼ全ての材料について、例えば、チ
タン及びステンレス鋼及び各種合金の場合、装置には、事前形成時の形状、即ち、製造中
に成形された装置の形状、及び、塑性域の形状、即ち、装置の形状を永久変形するために
十分な力を装置に加えた後での装置の形状が含まれる。事前形成時の形状と塑性域の形状
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の間には多様な弾性域の形状がある。これらの弾性域の形状は、直後例えば数秒から数週
間ないし数ヶ月に亘る期間で事前形成時の形状に復帰する傾向がある。事実、多くの材料
が直後に一定量の形状復帰を経験し、その後、長期間に亘って、形状復帰の量が追加され
ることを経験している。この形状復帰はヒステリシスと呼ばれている。ヒステリシスの一
例は「メタル・メモリー」と呼ばれているものを有する材料に示されている。ヒステリシ
スにより、従来の多くの骨加圧装置は適正な形状を残せず、最終的に失敗している。
【０００５】
　骨加圧装置の弱化とヒステリシスの両方は、締結材、例えば骨加圧装置を骨に固定する
ためのボーン・スクリュー（ｂｏｎｅ　ｓｃｒｅｗ）又はボルトの使用によりさらに複雑
になっている。もし、外科医による修正中に締結材の穴の形状を間違えると、取付時に、
締結材は一般に骨加圧装置を元の形状に戻す力を加える。即ち、骨の形状に対応して外科
医が成形した修正形状から離すような力が加わる。
【０００６】
　例えば、以前の一方式では、骨加圧装置は全体として直線である。脊柱は前方に湾曲し
ているので、外科医が骨加圧装置を脊柱の湾曲に一致した形状にしようと試みることによ
り、骨加圧装置を修正ないし曲げなければならない。これらの装置は移植後にヒステリシ
スを経験し、骨加圧装置がその事前形成時の形状即ち直線に復帰しようとする。結果とし
て、骨加圧装置は全長が長いと失敗の発生率が高くなる。そのようなヒステリシスは、骨
加圧装置を骨に固定するための締結材の穴の誤形状に締結材を取付けることにより増加す
る。骨加圧装置を骨に固定するために、ボーン・スクリュー又は他の締結材を挿入すると
共に、プレートに圧力が加えられて、それを骨の上に押付け、プレートを直線化しようと
する、即ち、外科医が希望する形から離すように修正される。
【０００７】
　他の従来の方式では、骨加圧装置を結合する骨の湾曲に僅かに近似させて骨加圧装置の
輪郭形成が行われている。しかしながら、骨加圧装置の事前形成時の湾曲は、それが移植
される骨の湾曲に一致していたとしてもあまり正確には一致していない。それゆえ、外科
医は依然としてこれらの骨加圧装置を修正して、骨の湾曲に一致するように前方湾曲（ｌ
ｏｒｄｏｓｉｓ）又は湾曲（ｃｕｒｖａｔｕｒｅ）を追加しなければならない。外科医に
よる修正量を少なくできるけれども、これらの骨加圧装置がヒステリシスも経験して、骨
加圧装置の潜在的失敗を生じる。
【０００８】
　従って、本発明の出現前には、骨の曲率半径を有する少なくとも１個の骨と伝達しあう
ように配置するための骨加圧装置又は骨加圧システム、少なくとも２個の脊椎骨にお互い
に空間的関係を維持させる方法、又は、ヒステリシスによる骨加圧装置の失敗率を低減し
、骨加圧装置の成功率を高めるようにヒステリシスを活用し、長い骨ないし多数の骨、例
えば、３個以上の脊椎骨の上で用いるときに骨加圧装置の失敗率を低減し、骨加圧装置を
移植する骨に加圧力を加えることにより、骨の上での骨加圧装置の把握力を高めるような
骨加圧装置の輪郭形成を行う方法は存在しなかった。それゆえ、当該分野では、骨の曲率
半径を有する少なくとも１個の骨と伝達しあうように配置するための骨加圧装置及び骨加
圧システム、少なくとも２個の脊椎骨がお互いの空間的関係を維持する方法、及び、ヒス
テリシスによる骨加圧装置の失敗率を低減し、骨加圧装置の成功率を高めるようにヒステ
リシスを活用し、長い骨ないし多数の骨、例えば、３個以上の脊椎骨の上で用いるときに
骨加圧装置の失敗率を低減し、骨加圧装置を移植する骨に加圧力を加えることにより、骨
の上での骨加圧装置の把握力を高めるような骨加圧装置の輪郭形成を行う方法を求めてい
た。本発明が本発明の分野でのこれらの目標を達成し、骨の曲率半径を有する少なくとも
１個の骨と伝達しあうように配置するための他の加圧装置及び骨加圧システム、少なくと
も２個の脊椎骨がお互いの空間的関係を維持する方法、及び、骨加圧装置の輪郭形成を行
う方法をの欠点を克服したと信じられるけれども、その結果ないし効果は依然として使用
者及び外科医の技術と訓練に頼っている。
【特許文献１】米国特許仮出願第６０／３４４，９８０号明細書
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【発明の開示】
【０００９】
　本発明に基づくと、前述の利点は、骨の曲率半径を有する少なくとも１個の骨と伝達し
あうように配置するための本発明の骨加圧装置、事前形成時の形状を有するプレートから
成る骨加圧装置により達成される。その事前形成時の形状は骨の曲率半径より小さな曲率
半径を事前形成している。
【００１０】
　骨加圧装置の別の特徴は、プレートに塑性域の形状及び事前形成時の形状と塑性域の形
状の間に少なくとも１種類の弾性域の形状を含められることで、その塑性域の形状は骨の
曲率半径より大きな変形された曲率半径で、かつ、少なくとも１種類ある弾性域の形状の
うちの少なくとも１種類が骨の曲率半径に実質的に一致した弾性域の曲率半径を有する。
骨加圧装置の他の特徴は、プレートに第一の端部、第二の端部及び少なくとも２個の取付
部材を含められることである。骨加圧装置の他の特徴は、少なくとも２個の取付部材のう
ちの少なくとも一方を穴にしうることである。骨加圧装置の他の特徴は少なくとも２個の
取付部材の少なくとも一方をループ（ｌｏｏｐ）としうることである。骨加圧装置の別の
特徴は、２個の取付部材の少なくとも一方をプレートの第一の端部に配置でき、少なくと
も２個の取付部材の他方がプレートの第二の端部に配置できる。骨加圧装置の別の特徴は
、少なくとも２個の取付部材の少なくとも一方を穴としうることである。骨加圧装置の別
の特徴は、少なくとも２個の取付部材の少なくとも一方をループとしうることである。骨
加圧装置の別の特徴は、プレートに第一の端部、第二の端部及び少なくとも２個の取付部
材を含められることである。骨加圧装置の別の特徴は、プレートには長軸を有する長さと
横軸を有する幅が含まれていて、事前形成時の曲率半径がその長さに沿って配置されてい
ることである。骨加圧装置の他の特徴は、プレートに長軸を有する長さと横軸を有する幅
が含まれていて、事前形成時の曲率半径がその幅に沿って配置されていることである。骨
加圧装置の別の特徴は、プレートには第一の端部、第二の端部、第一の端部の近くに配置
された少なくとも２個の締結材用穴、第二の端部の近くに配置された少なくとも２個の締
結材用穴を含められることである。
【００１１】
　本発明に基づくと、前述の利点は、今回の骨加圧システムが骨の曲率半径を有していて
、少なくとも１個の骨と伝達しあうように配置することによっても達成される。その骨加
圧システムは、第一の端部、第二の端部、第一の取付部材、第二の取付部材、事前形成時
の形状、塑性域の形状及びその事前形成時の形状と塑性域の形状の間の少なくとも１種類
の弾性域の形状、骨の曲率半径より小さな曲率半径で事前形成されている事前形成時の形
状、骨の曲率半径より大きな変形された曲率半径の塑性域の形状、及び、少なくとも１種
類ある弾性域の形状のうちの少なくとも１種類が骨の曲率半径に実質的に一致している弾
性域の曲率半径を有すること、第一の端部及び第二の端部を有する糸、その場合、その糸
の第一の端部が第一の取付部材に解き放し可能に固定されていること、及び、その糸の第
二の端部が第二の取付部材に解き放し可能に固定されていること、軸とスプール（ｓｐｏ
ｏｌ）を有する緊張器、その緊張器がプレートを事前形成時の形状から骨の曲率半径に実
質的に一致している少なくとも１種類の弾性域の形状に移行しやすくしていること、から
成っている。
【００１２】
　骨加圧システムの別の特徴は、第一及び第二の取付部材を穴としうる。一方の穴はプレ
ートの第一の端部に配置され、第二の穴がプレートの第二の端部に配置されていることで
ある。骨加圧システムの別の特徴は、糸の第一の端部と第二の端部にそれぞれ少なくとも
１個のフック（ｈｏｏｋ）を含められることである。骨加圧システムの別の特徴は、第一
及び第二の取付部材をループとし、一方のループをプレートの第一の端部に配置し、第二
のループをプレートの第二の端部に配置することである。骨加圧システムの別の特徴は、
糸の第一の端部と第二の端部にそれぞれ少なくとも１個のフックを含められることである
。。骨加圧システムの別の特徴は、緊張器に少なくとも１個のプレートの穴への接続部材
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を含められることである。骨加圧システムの別の特徴は、緊張器にラチェット（ｒａｃｈ
ｅｔ）を含められることである。骨加圧システムの別の特徴は、第一の取付部材がプレー
トの第一の端部に配置され、かつ、第二の取付部材をプレートの第二の端部に配置しうる
ことである。骨加圧システムの別の特徴は、プレートに長軸を有する長さと横軸を有する
幅、事前形成時の曲率半径、及び、長さに沿って配置された少なくとも１種類の弾性域の
曲率半径を含められることである。骨加圧システムの別の特徴は、プレートに長軸を有す
る長さ及び横軸を有する幅、事前形成時の曲率半径及び幅に沿って配置されている少なく
とも１個の曲率半径を含められることである。骨加圧システムの別の特徴は、プレートに
第一の端部、第二の端部、その第一の端部の近くに配置された少なくとも２個の締結材用
穴、及び、第二の端部の近くに配置された少なくとも２個の締結材用穴を含められること
である。
【００１３】
　本発明に基づくと、前述の利点が、骨の曲率半径を有する少なくとも１個の骨と伝達し
あうように配置するために骨加圧装置の輪郭形成をする今回の方法によっても達成されて
いる。その方法は、プレートを有する骨加圧装置、第一の端部、第二の端部、第一の取付
部材、第二の取付部材、事前形成時の形状、塑性域の形状、その事前形成時の形状と塑性
域の形状の間の少なくとも１種類の弾性域の形状、骨の曲率半径より小さな曲率半径で事
前形成されている事前形成時の形状、骨の曲率半径より大きな変形された曲率半径の塑性
域の形状、少なくとも１種類ある弾性域の形状のうちの少なくとも１種類が骨の曲率半径
に実質的に一致している弾性域の曲率半径を有すること、第一の端部及び第二の端部を有
する糸をプレートの第一の取付部材と第二の取付部材に解き放し可能な固定をすること、
軸とスプールを有する緊張器を糸に取付けること、糸をスプールに巻付け、かつ、プレー
トを事前形成時の形状から少なくとも１種類ある弾性域の形状のうちの少なくとも１種類
に移行するように緊張器を動作させること、のステップからなっている。
【００１４】
　骨の曲率半径を有する少なくとも１個の骨と伝達しあうように配置するために骨加圧装
置の輪郭形成をする方法の別の特徴は、糸の第一の端部を第一の取付部材に通して、その
糸の第一の端部を結んで結び目を作り、又、糸の第二の端部を第二の取付部材に通して、
その糸の第二の端部を結んで結び目を作ることにより第一及び第二の取付部材に解き放し
可能な固定をすることである。骨の曲率半径を有する少なくとも１個の骨と伝達しあうよ
うに配置するために骨加圧装置の輪郭形成をする方法の別の特徴は、糸の第一及び第二の
端部に第一及び第二のフックを含められることである。その糸は第一のフックを第一の取
付部材に通し、第二のフックを第二の取付部材に通すことにより、第一及び第二の取付部
材に解き放し可能に固定される。
【００１５】
　本発明に基づくと、前述の利点は、少なくとも２個の脊椎骨がお互いの空間的関係を維
持する今回の方法によっても達成される。少なくとも２個の脊椎骨が骨の曲率半径を形成
する。その方法は、プレートを有する骨加圧装置を提供すること、そのプレートには第一
の端部、第二の端部、事前形成時の形状、塑性域の形状、事前形成時の形状と塑性域の形
状の間に少なくとも１種類の弾性域の形状が含まれること、事前形成時の形状は骨の曲率
半径より小さな曲率半径で事前形成されていること、塑性域の形状は骨の曲率半径より大
きな変形された曲率半径であること、少なくとも１種類ある弾性域の形状のうちの少なく
とも１種類が骨の曲率半径に実質的に一致している弾性域の曲率半径を有すること、骨加
圧装置を事前形成時の形状から骨の曲率半径に一致する少なくとも１種類ある弾性域の形
状のうちの少なくとも１種類に移行することにより骨加圧装置の輪郭形成を行うこと、骨
加圧装置を骨の曲率半径に沿って配置すること、及び、骨加圧装置を少なくとも２個の脊
椎骨に固定すること、のステップから成っている。
【００１６】
　少なくとも２個の脊椎骨のお互いの空間的関係を維持する方法の別の特徴は、骨加圧装
置を少なくとも２個の脊椎骨に固定する前に、少なくとも２個の脊椎骨の間に少なくとも
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１個の骨移植片を配置しうることである。少なくとも２個の脊椎骨のお互いの空間的関係
を維持する方法の別の特徴は、少なくとも３個の脊椎骨により形成された骨の曲率半径に
輪郭を合わせられることである。少なくとも２個の脊椎骨のお互いの空間的関係を維持す
る方法の別の特徴は、少なくとも４個の脊椎骨により形成された骨の曲率半径に輪郭を合
わせられることである。少なくとも２個の脊椎骨のお互いの空間的関係を維持する方法の
別の特徴は、少なくとも５個の脊椎骨により形成された骨の曲率半径に輪郭を合わせられ
ることである。少なくとも２個の脊椎骨のお互いの空間的関係を維持する方法の別の特徴
は、骨加圧装置に、第一の端部の近くに配置された第一の締結材用穴と第二の締結材用穴
、第二の端部の近くに配置された第三の締結材用穴と第四の締結材用穴を含められること
である。第三の締結材用穴は第二の締結材用穴に対して対角線上に配置され、第四の締結
材用穴は第一の締結材用穴に対して対角線上に配置される。その場合、第一の端部は第一
の締結材用穴に挿入された第一の締結材により少なくとも２個の脊椎骨のうちのひとつに
固定される。第二の端部は第四の締結材用穴に挿入された第二の締結材により少なくとも
２個の脊椎骨のうちのひとつに固定される。さらに、第一の端部は第二の締結材用穴に挿
入された第三の締結材により少なくとも２個の脊椎骨のうちのひとつに固定される。さら
に、第二の端部は第三の締結材用穴に挿入された第四の締結材により少なくとも２個の脊
椎骨のうちのひとつに固定される。
【００１７】
　骨の曲率半径を有する少なくとも１個の骨と伝達しあうように配置するための骨加圧装
置及び骨加圧システム、少なくとも２個の脊椎骨のお互いの空間的関係を維持する方法、
骨加圧装置の輪郭形成を行う方法は以下の利点を有する：ヒステリシスによる骨加圧装置
の失敗率を低減、骨加圧装置の成功率を向上するようにヒステリシスを使用、長い骨又は
多数の骨、例えば、３個以上の脊椎骨に用いたときの骨加圧装置の失敗率を低減、骨加圧
装置を移植する骨に加圧力を加えることにより骨に加える骨加圧装置の把握力を強化、上
記のように、本発明はこれらの目標を達成し、他の外科の装置及び本発明の分野での外科
のシステムと方法の欠点を克服していると信じているけれども、その結果又は効果は依然
として使用者及び外科医の技術と訓練に依存している。
【００１８】
　本発明を好ましい実施例と関連させて示すが、その実施例に本発明を限定することを意
図していないことを理解されたい。そうではなく、請求項により定義されている本発明の
精神と範囲に含まれている全ての代替案、修正、同等内容をカバーするように意図してい
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明は少なくとも１個の骨の希望の空間的関係に維持するための骨加圧装置及び骨加
圧システムを目指している。骨加圧装置、骨加圧システム及びその骨加圧装置の輪郭形成
方法の説明では２以上の脊椎骨と関連した使用を示しているけれども、骨加圧装置、骨加
圧システム、少なくとも２個の脊椎骨のお互いの空間的関係を維持する方法、及び、本発
明の骨加圧装置の輪郭形成の方法は、少なくとも１個の骨、例えば、骨盤、大腿骨、腓骨
、脛骨、上腕骨、尺骨、橈骨又は他の任意の骨を希望の空間的関係で維持又は配置するこ
とを希望する場合に、任意の骨に関連して使用し、又は、実施しうることを理解されたい
。例えば、本発明の骨加圧装置は長い骨例えば腓骨及び骨盤の破壊部固定に使用しうる。
さらに、骨加圧装置は、強固にロック（ｌｏｃｋ）されたスクリュー－プレート及びサブ
シデンス（ｓｕｂｓｉｄｅｎｃｅ）又はアンギュレーション（ａｎｇｕｌａｔｉｏｎ）を
行えるスクリュー－プレートと関連して使用しうる。これらの両方が当該分野で公知の骨
加圧装置である。
【００２０】
　好ましい実施例では、骨加圧装置は脊柱の１以上の脊椎骨、より好ましくは３以上の脊
椎骨、特にヒトの頸椎骨を希望の空間的関係で維持するのに用いられる。これらの実施例
で、骨加圧装置の取付け前に、一般に１以上の骨移植片が２以上の脊椎骨の間に配置され
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る。図１ｂ及び１ｃに示すように、例えば、２個の脊椎骨２１の間に位置したディスク２
６を脊柱２０から除去した後で骨移植片２８、例えば、患者自身の骨の一部、同種移植片
（他人から提供された骨の一部）又は、炭素繊維、金属（特にチタン）又はセラミックス
から作られたもののような合成骨移植片又はケージ（ｃａｇｅｓ）又はボックス（ｂｏｘ
ｅｓ）がディスク２６を除去することにより生じた空間に通常配置される。その後、本発
明の骨加圧装置が取付けられて、少なくとも、移植片の上に位置する脊椎骨２１と移植片
の下に位置する脊椎骨２１に固定される。従って、骨移植片２８と脊椎骨２１との空間的
関係を維持するために骨移植片２８が２個の脊椎骨２１の間に加圧される。
【００２１】
　本発明の骨加圧装置は融合（ｆｕｓｉｎｇ）、例えば、２以上の脊椎骨の間に配置され
た１以上の移植片を有する３個を超える脊椎骨に固定するのに適当であると想定されてい
る。それゆえ、これらの実施例では、除去されたディスクの近くにある脊椎骨がお互いに
望ましい空間的関係を維持する。それゆえ、その脊椎骨は治癒され、ある場合には、合成
骨移植片の上で骨が成長しやすいように骨成長因子及び他の生物学的活性物質を用いて、
合成骨移植片を脊椎に組込むことができる。
【００２２】
　図１ａを参照すると、脊柱２０は脊椎骨２１を含み、かつ、後ろ側２３と前側２４を有
している。脊柱２０には脊柱２０の長手方向の長さに沿って多くの骨の曲率半径２２が含
まれている。図１に示すように、骨の曲率半径２２は脊柱２０の前側２４に沿って特定さ
れている。本発明の骨加圧装置を脊柱２０の後ろ側２３に沿って取付け又は移植しうるが
、一般に、骨加圧装置は脊柱２０の前側２４に沿って移植されている。
【００２３】
　ここで用いる場合、曲率半径とは、骨又は骨加圧装置の長手方向の曲線により形成され
た円の円周に沿って配置された骨（骨の曲率半径）、又は、骨の加圧装置（事前形成時の
曲率半径、塑性域の曲率半径、及び、弾性域の曲率半径）の長手方向の曲線により形成さ
れた円の半径を決定することにより測定された骨の形状及び骨加圧用の装置及びシステム
の形状を意味している。従って、骨又は骨加圧装置の長手方向の曲線が形成する円が大き
いほど、対応する湾曲が大きくなる即ち曲率半径が大きくなる。それゆえ、長手方向の曲
線が直線に近づくと共に、曲率半径が無限大に近づく。図２は曲率半径Ｒがどのようにし
て中心Ｃを有する円Ａに対する湾曲Ｌに沿って決定されるかを示している。
【００２４】
　図３ａ及び３ｂに示すように、従来のひとつの骨加圧装置１０には長手方向の長さ１３
を有するプレート１１が含まれている。図３ａに示すように、プレートは一般に直線状で
ある。その場合、移植する骨の形状に応じて修正例えば曲げを行わなければならない。言
い換えると、骨加圧装置１０は骨の曲率半径に応じて修正しなければならない。図３ｂに
示すようにプレート１０は矢印１２及び１４の方向に曲げられて、希望の曲率半径になる
。しかしながら、ヒステリシスにより、プレート１１をこの方法で曲げた後で、プレート
１１が元の形状（図３ａ）に復帰し始めて、矢印１６及び１８の方向に動く。代わりに、
プレート１１を塑性域の形状に曲げるのでプレート１１が弱くなる。
【００２５】
　ここで、図４－７を参照すると、本発明のひとつの側面で、プレート５０、第一の端部
５１、第二の端部５２、上面５３、下面５４、プレート５０の長さＬに沿った長軸５５、
及び、プレート５０の幅Ｗに沿った横軸５６を有する骨加圧装置４０が示されている。長
さＬと幅Ｗには骨加圧装置４０を加圧したい骨に固定するのに望ましい又は必要な手段を
付けられる。例えば、３以上の脊椎骨を加圧したい実施例で、長さＬは骨加圧装置４０を
各脊椎骨に取付けるのに十分な距離としなければならない。それゆえ、プレート５０の長
さＬは、加圧すべき脊椎骨が２個のみの実施例と比較して、加圧すべき脊椎骨が５個の実
施例の方が大きくなる。
【００２６】
　さらに、プレート５０には、プレート５０を骨に固定しやすくするために、締結材（図
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示せず）、例えば、ボーン・スクリュー、ボルト等を受けるために、少なくともひとつの
締結材用穴５８が含まれる。好ましくは、各締結材用穴はアングル状（ａｎｇｌｅｄ）に
して、各締結材が締結材用穴５８を通して、アングルで骨に固定され、それによりプレー
ト５０を骨に固定しやすくなっている。さらにプレート５０を骨に固定しやすいようにす
ることが望ましく、又は、必要である場合、複数の締結材用穴５８がプレート５０の長さ
Ｌと幅Ｗに沿って配置される。例えば、３個以上の脊椎骨を骨加圧装置４０により固定さ
れる実施例では、プレート５０には締結材用穴５８が好ましく含まれて、少なくとも１個
の締結材が脊椎骨のそれぞれに挿入され、固定されるようにしている。それゆえ、締結材
の穴５８の総数はプレート５０のサイズ、加圧すべき骨の数、加圧すべき骨のサイズによ
る。
【００２７】
　一般に、プレート５０には、第一の端部５１の近くに配置された少なくとも１個の締結
材用穴５８及び第二の端部５２の近くに少なくとも１個の締結材用穴５８が含まれる。図
４－７に示されているように、プレート５０には、第一の端部５１の近くに少なくとも２
個の締結材用穴５８及び第二の端部５２の近くに２個の締結材用穴５８が好ましく含まれ
ている。この実施例の利点は、締結材例えばボーン・スクリューを締結材用穴５８を通し
て配置し、骨に固定することである。それにより、プレート５０のねじり抵抗を低減する
ようにプレート５０を骨に固定する。例えば、第一の締結材を使用して、図５の右上の締
結材用穴５８を通して締結材を配置して、固定することにより、プレート５０を骨に固定
する。次ぎに、第二の締結材を使用して、図５の左下の締結材用穴５８を通して締結材を
配置して、固定することにより、プレート５０を骨に固定する。次ぎに、第三の締結材を
使用して、図５の左上の締結材用穴５８を通して締結材を配置して、固定することにより
、プレート５０を骨に固定する。その後、第四の締結材を使用して、図５の右下の締結材
用穴５８を通して締結材を配置して、固定することにより、プレート５０を骨に固定する
。そして、４個の締結材全部を必要に応じて締付けて、プレート５０を骨に固定する。
【００２８】
　好ましくは、プレート５０を取扱いやすくし、プレート５０を事前形成時の形状から少
なくとも１種類ある弾性域の形状のうちの少なくとも１種類に移行させて、プレート５０
を骨に沿って配置しやすいように、以下で詳細に論じるように、ツール例えば緊張器７０
を受けるために、プレート５０にはプレート接続部、例えば、プレート接続穴５７が含ま
れている。
【００２９】
　事前成形された曲率半径、塑性域の曲率半径、及び、その間にある少なくとも１種類の
弾性域の曲率半径のそれぞれが長軸５５又は横軸５６に沿ったプレート５０の湾曲に基づ
いて決定される。図４及び６に示すように、プレート５０は下面５４の長手方向の湾曲に
より形成された事前形成時の曲率半径を有する事前形成時の形状になっている。
【００３０】
　プレート５０には少なくとも２個の取付部材５９が好ましく含まれる。図４－５に示す
実施例では、各取付部材５９は穴６１である。図６－７に示す実施例では、各取付部材５
９はループ６２である。
【００３１】
　骨加圧装置５０を形成するための材料は当該分野の通常技術者に知られている材料でよ
いと理解されているけれども、好ましい材料はチタン又は比較的低い弾性係数を有する他
の材料であり、それにより、骨加圧装置がとれる弾性域の形状の総数が減少する。当該分
野の技術者には容易に明らかになるように、骨加圧装置がとれる弾性域の形状の数は骨加
圧装置が形成される材料による。低い弾性係数を有する材料と比較して、高い弾性係数を
有する材料は多数の弾性域の形状を有する。適当な材料には、チタン、チタン－バナジウ
ム－アルミ、コバルト－クロム－モリブデン、及び、食品医薬品局が承認した他の合金、
金属又は他の材料が含まれる。
【００３２】
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　さらに、プレート５０は、１以上の骨を十分に固定するのに望ましい又は必要な任意の
二次元又は三次元の形状、サイズ又は厚みとしうる。
【００３３】
　上記のように、例えば、糸８０（図９）及び緊張器７０によりプレート５０の輪郭形成
を容易にするために、プレート５０には少なくとも２個の取付部材例えば穴６１又はルー
プ６２が好ましく含まれている。図８に示すように、緊張器７０には軸７１及びスプール
７２が含まれる。さらに、スプール７２の回りに糸８０を巻付けやすいように、又、プレ
ート５０を直線状にする力を加えやすいように、スプール７２にはラチェット（図示せず
）が好ましく含まれている。さらに、緊張器７０には少なくとも１個のプレート接続部材
７３が好ましく含まれ、そのプレート接続部材７３は、プレート５０を接続するための接
続部材の端部７４を有していて、例えば、少なくとも１個のプレート接続部材７３をプレ
ート５０に配置されている少なくとも１個の対応するプレート接続穴５７に挿入して、プ
レート５０を緊張器７０に固定する。それにより、骨に沿ってプレート５０を配置しやす
くし、さらに、スプール７２の周囲に糸８０を巻き締めしやすくする。接続部材の端部７
４は、プレート接続部の形状に対応するのに好ましい形状になっている。一実施例では、
プレート接続用穴５７が締結材用穴５８である。さらに、緊張器７０には、スプール７２
の周囲に糸８０を巻き締めする間、緊張器７０を保持し、回転しやすいようにハンドル７
５が含まれている。
【００３４】
　図９に示すように、糸８０には第一の端部８１と第二の端部８２が含まれ、当該分野の
技術者に知られている方法で、プレート５０に解き放し可能に固定されている。例えば、
糸８０を各取付部材５９を通して、結んで結び目８６を作る（図１０）。それゆえ、プレ
ート５０の取付後に、各結び目を切断してプレート５０を解放する。代わりに、図８に示
すように、糸８０の第一の端部８１及び第二の端部８２にはフック６４が含まれ、各取付
部材５９に通して、取付の間、プレート５０を固定する。その後、各フック６４を各取付
部材５９から取り外すことにより、プレート５０を解放する。
【００３５】
　糸８０は使用中に破断せずに糸８０に加えられる張力に十分に耐えられる強度である限
り、糸８０は当該分野の技術者に知られている材料から形成しうる。糸８０を形成するの
に好ましい材料にはケブラー及び高い引張り強度を有する他の重合体が含まれる。
【００３６】
　ここで、図１０を参照すると、プレート接続部材７３をプレート接続穴５７に挿入する
ことにより、緊張器７０がプレート５０に伝達しあうような配置になっている。糸８０の
第一の端部８１が取付部材５９即ち図１０の穴６１を通って、結んで結び目８６を作り、
第一の端部８１をプレート５０に固定している。同様に、糸８０の第二の端部８２を取付
部材５９、即ち図１０の穴６１を通って、結んで結び目８６を作り、第二の端部８２をプ
レートに固定する。そして、糸８０を緊張器７０のスプール７２の回りに巻付ける。そし
て、緊張器７０を矢印９０の方に回転して、糸８０をスプール７２の回りに巻付ける。そ
うすることで、糸８０がプレート５０に力を加え、それにより、プレート５０を矢印９１
及び９２の方向（直線状にする力）に、プレート５０の弾性域の形状の少なくとも１種類
を、その弾性域の曲率半径が実質的に骨の曲率半径即ち移植する形状に一致するまで、修
正ないし動かす。そして、プレート５０が１以上の骨に沿って取付けられる。１以上の骨
に沿ってプレート５０を置いた後で、緊張器７０を矢印９０の反対方向に回す。それゆえ
、ヒステリシスにより、プレート５０は矢印９１及び９２と反対方向に動く傾向がある。
そうすることで、プレート５０は骨（単数又は複数）にさらに固定される。
【００３７】
　他の側面で、本発明は、骨の空間的関係を、特に、上記の骨加圧装置を用いて、少なく
とも２個の脊椎骨をお互いの空間的関係で維持する方法を目指している。２以上の脊椎骨
のお互いの空間的関係を維持するために骨加圧装置を用いることに関して、第一に、骨加
圧装置４０をその事前形成時の形状から骨の曲率半径に一致した少なくとも１種類ある弾
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性域の形状のうちの少なくとも１種類に移行することにより、骨加圧装置４０の輪郭形成
が行われる。骨の曲率半径は少なくとも２個の脊椎骨により形成される。そして、骨加圧
装置４０が骨の曲率半径に沿って配置され、少なくとも２個の脊椎骨に固定される。
【００３８】
　少なくとも２個の脊椎骨をお互いの空間的関係で維持するこの方法は、その骨加圧装置
を少なくとも２個の脊椎骨に固定する前に少なくとも２個の脊椎骨の間に少なくとも１個
の骨移植片を挿入することと関連させて使用しうる。従って、骨加圧装置は少なくとも２
個の脊椎骨をお互いの空間的関係で維持するだけでなく、脊椎骨間に骨移植片を維持しや
すくしている。
【００３９】
　さらに、骨加圧装置が少なくとも３個、少なくとも４個及び少なくとも５個の脊椎骨を
お互いの空間的関係で維持するために使用しうることが認められている。
【００４０】
　少なくとも２個の脊椎骨をお互いの空間的関係で維持する方法の他の特徴：
　少なくとも２個の脊椎骨をお互いの空間的関係で維持する方法には以下の順序を指示す
るステップも含められる：締結材を締結材用穴５８に挿入する。例えば、一実施例では、
骨加圧装置４０には４個の締結材用穴５８（図４－７）が含まれている。第一の端部５１
の近くの第一の締結材用穴５８、１０１（図５及び７の左上）は、第二の端部５２の近く
の第四の締結材用穴５８、１０４（図５及び７の右下）に対して対角線に配置されている
。又、第一の端部５１の近くの第二の締結材用穴５８、１０２（図５及び７の右上）は、
第二の端部５２の近くの第三の締結材用穴５８、１０３（図５及び７の左下）に対して対
角線に配置されている。そして、第一の締結材を第一の締結材用穴５８、１０１に挿入す
る。そして、プレート５０の第一の端部５１を骨（少なくとも１個ある脊椎骨のうちの１
個）に固定する。次ぎに、第二の締結材を第四の締結材用穴５８、１０４に挿入し、プレ
ート５０の第二の端部５２を骨（少なくとも１個ある脊椎骨のうちの１個）に固定する。
次ぎに、第三の締結材を第二の締結材用穴５８に挿入することにより、プレート５０の第
一の端部５１を骨（少なくとも２個ある脊椎骨のうちの１個）に固定する。又、第四の締
結材を第三の締結材用穴５８、１０３に挿入することにより、プレート５０の第二の端部
５２を骨（少なくとも２個ある脊椎骨のうちの１個）に固定する。この方法で、締結材を
締結材用穴５８に挿入して、プレート５０を骨に固定することによりねじり抵抗が低減し
、それにより、骨加圧装置４０が時間と共にゆるまない可能性が高まる。
【００４１】
　自明な修正及び同等手段は当該分野の技術者には明らかなので、本発明が、示され、説
明されている構造、使用、正確な材料又は実施例の正確な詳細に限定されないことを理解
されたい。例えば、上記の骨加圧装置は脊椎骨に関連付けて論じられているけれども、他
の個々の骨（単数及び複数）についても使用しうる。骨加圧装置を骨に取付ける手段だけ
でなく寸法と形状又は骨の数は、当該分野の通常技術者により容易に決定できる。さらに
、骨加圧装置は脊柱又は他の骨の前側に取付けられるとして記載されているが、骨加圧装
置は脊柱又は他の骨のの後ろ側に取付けられる。さらに、骨加圧装置を任意の脊椎骨、即
ち、腰部、胸部、頸部又は仙骨に取付けられる。さらに、プレートの下側に突出し部又は
突起を含めて、プレートを骨に固定しやすくしうる。さらに、プレート接続部材と対応す
るプレート接続部は、プレート接続部が緊張器を確実に捕捉し、それにより、プレートの
取付中にプレートの修正と配置を行うのに望ましく又は必要な形状にしうる。さらに、骨
加圧装置が明確な長軸を持たず、例えば、正方形になっている場合がある。そして、長さ
又は長軸の代わりに幅又は横軸に沿って配置された事前形成時の、塑性域の、弾性域の曲
率半径を持つ場合がある。従って、それゆえ、本発明は請求項の範囲によってのみ限定さ
れている。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１ａ】ヒトの脊柱の長手方向の側面図である。
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【図１ｂ】２個の脊椎の間に配置されたディスクを有する２個のヒトの脊椎の詳細な側面
図である。
【図１ｃ】２個の脊椎の間に配置された骨移植片を付けた２個のヒトの脊椎の詳細な側面
図である。
【図２】長手方向曲線の曲率半径を示す略図である。
【図３ａ】移植形状になる前の従来技術の骨加圧装置の長手方向の側面図である。
【図３ｂ】移植形状で図３ａに示された従来技術の骨加圧装置の長手方向の側面図である
。
【図４】本発明の骨加圧装置の特定実施例の長手方向の側面図である。
【図５】図４に示した骨加圧装置の上面図である。
【図６】本発明の骨加圧装置の別の特定実施例の長手方向の側面図である。
【図７】図６に示した骨加圧装置の上面図である。
【図８】本発明の骨加圧システムのひとつの特定実施例の緊張器の特定実施例の側面図で
ある。
【図９】本発明の骨加圧システムのひとつの特定実施例の糸の特定実施例の側面図である
。
【図１０】本発明の骨加圧システムのひとつの特定実施例の側面図である。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】 【図２】

【図３Ａ－３Ｂ】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】
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